






14 2025. 9

特集／公民館から 広がる 地域のミ ラ イ （ 下）

　 「 君にと ってこ こ はど んな場所？」

　 「 家……ホーム！」

　 一人の中学生が躊
ちゅ う

躇
ちょ

なく ， さ ら り と つぶや

いたその場所と は， 公民館を拠点に12年目を

迎え た「 こ のま ち にく ら し た いプロ ジ ェ ク

ト 」（ 以下，「 ま ちプロ 」 と 呼ぶ）。

1 3 0 年後も 暮らし たいまちをつく る

　 “ こ のま ち” と は広島市西区の古田地区。

「 ま ち プロ 」 が産声を 上げた2013（ 平成25）

年当時， 私はそのエリ アにある 古田公民館に

いま し た。 ESD（ ※１ ）の推進校だっ た地元中学

の校長先生が学外で生徒た ち を 学ばせた い

と ， 地域の活動場所を探し ていま し た。 それ

を聞き つけたのは地域で高齢者グループホー

ム を 運営し て いる NPO経営者のＴ さ ん。 す

ぐ さ ま 公民館に駆け付け「 生徒たちを受け入

れよ う よ ！」 と 迫り ま す。 なぜなら ， 前年に

公民館主催のワ ーク シ ョ ッ プから 発足し た

「 多世代寺子屋」 と いう 住民グ ループがあ っ

た から です。 Ｔ さ んも そ のメ ン バーの一人

で， 人口減少社会の足音が近づく なか「 高齢

者や子育て世代……同じ 世代をひと かたま り

にし たサロ ン はたく さ んある のに， 世代をご

ちゃ混ぜにし た居場所がない！」 そんな声が

出発点でし た。 たし かに生き てき た時代が違

えば， 話はかみ合わないし ， 面倒く さ い。 だ

から 「 多世代寺子屋」 では， 子ど も から 大人

ま で世代が違う こ と のわずら わし さ をあえて

楽し む活動を 展開し ていたのです。

　 早速， 中学生をど う 受け入れてど んな活動

にし ていく のか， みんなで話し 合いま し た。

校長先生のリ ク エス ト だっ た ESDの学習に

も つながる よ う に， 30年後の未来も 「 こ のま

ちにく ら し たい」 と 思える 地域を多世代で一

緒に考え， そし て生徒を中心に住民活動に展

開する プロ ジェ ク ト にし ていこ う と 構想を練

り ま し た。

　 最初に公募で集ま っ たのは12人の中学生。

さ て， う ま く いく のか……そんな不安をすぐ

このまちにく らし たい！

中学生が“ 家” と 呼ぶ場所

「 ワンダふるたパーク 」 の1 0 年
為政　 久雄広島市亀山公民館（ 元古田公民館） 職員（ 社会教育士）

論考

みんなでどんなまちにし たいかを 話し 合う 中学生たちと ワーク ショ ッ プ
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に払拭し たのは， 個性あふれる ユニーク な生

徒たちです。 約半年をかけたワ ーク ショ ッ プ

では， それぞれの世代がま ちへの想いを編み

込んで地域の歴史を 共有する 巨大な年表づく

り ， 自分が主人公と し て暮ら し ている 30年後

のま ち物語の創作など ， 不思議で貴重な多世

代によ る 対話の時間を重ねていき ま し た。

　 その成果を 住民に向けて発表し ま し たが，

なかでも 生徒たちが一番思い入れの強かっ た

テーマを絞り 込んで， それをこ れから 地域の

なかで実践し ていく と いう 行動宣言も 行いま

し た。 そのテーマは「 公園再生」。 子ど も の

声がう る さ いと いう 苦情が学校にも 寄せら れ

使いづら く なった公園を， 30年後には「 みん

なが幸せに使える 場所にし たい」 と いう 生徒

たちの願いがこ のテーマを 引き 寄せま し た。

　 そし て， こ の活動の潮目が大き く 変わる 出

来事が２ 年目に起こ り ま す。 先輩の想いを 引

き 継いだ後輩たちはア ン ケ ート 調査を 行い，

その仮説から 自分たちのプラ ンを計画し ， 公

園でデモイ ベント を 実行し ま し た。 その一つ

に「 声を出さ ないで遊ぶ時間帯をつく る 」 と

いう プラ ンがあり ま し た。 アンケート では少

数だった騒音問題を 放置せず， 公園の近所に

夜勤明けの住民がいる と 想定し ， 午前中は忍

者修行に見立てた静かな遊びを提案し たので

す。 そのプレ ゼンを 聞いた住民は生徒たちの

優し い気持ちに心を 打たれながら も ，「 子ど

も が声も 出せない， そんなコ ミ ュ ニティ にし

てはいけない」 と 返し ま す。 だれ一人見捨て

な い中学生の ま ち への 想いが 導いた の は，

「 知ら な い子ど も の声が騒音にな る のな ら ，

顔の見える コ ミ ュ ニティ をつく ればいい」 と

いう 答えでし た。

　 生徒たちは公園が多世代の居場所になる よ

う にと ， 子ど も のための冒険遊び場「 プレ ー

パーク 」 をベース に， 子ど も たちを見守り な

がら 親世代が交流でき る 無料の「 カフ ェ 」，シ

ニア世代が手習いで覚えた皿回し など を仕掛

ける 「 大道芸」 空間など を用意し ， そこ に集

う 人たちを柔ら かく 結び付け，「 顔の見える コ

ミ ュ ニティ 」 を 形成し ていったのです。

　 こ う し て， ２ 年の準備期間を 経た2015（ 平

成27） 年に， 公民館近く の公園を拠点に古田

の地名にちなんだ「 ワンダふる たパーク 」 が誕

生し ま し た。 現在では年４ 回開催さ れ， 毎回

数百人の来園者でにぎわう 「 みんなが幸せに

使える 公園」 へと 生ま れ変わっていき ま し た。

　 さ て， こ こ ま では『 月刊公民館』 2020年２

月号にも 詳細に寄稿し ている と こ ろ ですが，

同年私はこ の公民館を 離れる こ と にな り ま

す。 そこ で， 今回は「 ま ちプロ 」 のその後と

「 ワ ン ダふる たパーク 」 の10年が地域に何を

も たら し たのか， 生徒たちのその後の人生に

ど んな影響を与えたのかなど を 取材し てみた

いと 考えま し た。 そんなと き 偶然， 全国公民

館連合会（ 全公連） から 今年11月12日・ 13日

ワン ダふる たパーク の様子

+論考.indd   15+論考.indd   15 2025/08/18   13:33:252025/08/18   13:33:25



16 2025. 9

特集／公民館から 広がる 地域のミ ラ イ （ 下）

に開催さ れる 「 全国公民館研究集会東京大

会」 で上映する ショ ート ム ービ ーに「 ま ちプ

ロ 」 を取り 上げたいと いう 依頼をいただき ま

し た。テーマは「 若者が地域のミ ラ イ を 開く 」

と いう も ので， 全公連や映画監督のご協力で

取材に立ち会わせていただき ， プロ ジェ ク ト

にかかわっ たメ ン バーの声を 検証し ながら ，

公民館にでき る 地域づく り を ３ つの視点で，

自分なり に考察し てみま し た。

2
住民の“ やりたい”から始まっている（ 自発性）

─はじまりはいつも ……まちの声

　 転勤は公民館職員の宿命ですが， 年度末が

近づく と 講座など の公民館事業を後任に引き

継ぐ 準備を 始めま す。 そんなと き よ く ，「 だ

れにでも でき る よ う な仕事の仕方を し ておく

よ う に」 と 釘を刺さ れる こ と があり ま す。 し

かし ， 講座づく り は職員間でバト ン タ ッ チで

き たと し ても ， 地域づく り はなかなか引き 継

ぎにく いも のです。 なぜなら ， 地域づく り の

主た る 担い手は職員ではな く 住民だから で

す。 だから ， も し も 引き 継ぐ こ と がある と す

れば， 公民館の仕事をフ ェ ード アウ ト し ても

住民活動と し てその地域に根付き 持続でき る

かを 考えま す。 消極的に聞こ える かも し れま

せんが， 公民館がいつま でも 深く 関与する の

ではなく ， いかに手放せる かを 意識し ま す。

「 協働」 と か「 パート ナーシッ プ」 と か行政

側に聞こ えのいい言葉はあり ま すが， そのイ

ニシアチブは限り なく 住民側にある べき です

し ，そう なっていなければシフト が必要です。

　 も っ と いえば， そも そも の出発点がど こ な

のかが肝心です。 こ れま で公民館事業と し て

かかわり をも った地域づく り で， 今も 住民活

動と し て継続し ている も のを 振り 返る と ， は

じ ま り はいつも 何気ない住民の声から だった

こ と に気づき ま す。

　 「 ま ちプロ 」 も ， 公民館に駆け付けたＴ さ

んの相談が始ま り でし た。 も ちろん， 公民館

の当初の事業計画には挙がっ ていま せん。 で

も 来年に先送り でき る よ う な悠長なこ と は言

っていら れない勢いだったので， やる なら 今

し かないと 直感し ま し た。 結果的に， 住民の

小さ なつぶやき を形にし ていく プロ セス でワ

ーク ショ ッ プを 企画し たり ， 生徒をサポート

する 運営プロ ジェ ク ト を組織し たり する 作業

で公民館の公共的機能は有効でし た。

　 後にプロ ジ ェ ク ト の代表と な る Ｋ さ んは

「 子ど も たちが自由に遊べる 場を つく り たい

と 思っ ていたと こ ろに， 偶然中学生が地域活

動に参加し たいと いう 話を聞いて公民館にか

かわる よ う になっていった」 と 語っていま す。

　 と にも かく にも ， 地域づく り の出発点は住

民の「 やり たい」 と いう 思いから 始ま ってい

る こ と が最大のポイ ン ト になり ま す。 それは

川に例える なら 源流に湧く 一滴のし ずく のよ

う なも の。 そんなま ちの声を日々の雑談のな

かで見逃さ な いよ う に気を つけた いも ので

す。

　 逆に， 公民館から 住民にお願いし て始ま っ

た地域づく り は最初のボタ ンの掛け違えがい

つま でも 尾を 引いて し ま う ケ ース も あ り ま

す。 予算がある う ちはう ま く いっている よ う

に見えても ， 何かト ラ ブルが起こ ったり ， そ

れこ そ頑張っていた担当者が異動し たり する

と ，「 こ れっ て公民館に頼ま れたから 始めた

んだよ ね」 みたいな……。

　 でも ， 住民発なら ， その活動を「 見える 化」

「 まち プロ 」 代表のＫ さ んが大切にし ている のは

子ども たち の声が届く まちにするこ と
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する 立ち上げのサポート や， 共感し てく れる

仲間の発掘など 公民館の機能を 利用すれば，

たちま ち予算がなく ても でき る こ と はあり ま

す。 そこ に公民館が地域づく り にかかわる 存

在意義がある のかも し れま せん。

　 そし て， 住民活動を地域づく り につなげる

次のス テ ッ プは組織マネ ジ メ ン ト の支援で

す。 聞く だけで引いてし ま いそう ですが， あ

ま り 堅く 考え ずでき そう な こ と から 始めま

す。 たと えば， お金が必要なら 助成金や補助

金の申請・ 報告書の書き 方， イ ベン ト 実施に

伴う 場所の使用許可や保健所・ 消防など への

手続き ， 既存の地域団体への根回し な ど な

ど 。 でも こ れら は公民館が代行でき る う ちは

よ いのですが， 最終的には住民に返すべき 仕

事なので， 何をど んな手順でやっ ている のか

を一緒につく り ながら 共有し ていける と よ い

のではないでし ょ う か。 楽し いこ と も 面倒な

こ と も ひっ く る めて， そこ に住民の「 やり た

い」 から 始ま っている と いう 自発性さ えあれ

ば， あら ゆる 原動力になる はずです。

3
まちに“ おもしろい”があふれている（ 創造性）

─飛び出せ！公民館ワールド

　 「 ワ ンダふる たパーク 」 ではなぜか皿回し

の達人が増殖し ていま す。 公民館のシニア向

け地域デビ ュ ー講座でその特技をマス タ ーし

たにわか大道芸人が公園へ繰り 出し ， 子ど も

に皿の回し 方を指南し ま す。 すぐ にでき る と

子ど も たちは大喜び， 祖父母世代の大道芸人

たちはたちま ち人気者になり ま す。 する と ，

ま わり の親たちも 最初は怪
け

訝
げん

そう に皿を手に

し ま すが， そのう ち子ど も そっちのけで夫婦

そろっ て回っ た皿をキャ ッ チボールする あり

さ ま 。 三世代が夢中で遊ぶ光景は公園の名物

にも なっていま す。 こ の仕掛人のＯ さ んも プ

ロ ジェ ク ト の立ち上げから かかわっ ている メ

ン バーで，「 自分にと っ て公民館は若いこ ろ

から 人と 出会える 大事な場所でし た。 だから

今はこ の公園で人と 人をつなぐ キュ ーピ ッ ド

になり たいんです」 と 語り ま す。

　 おも し ろいと こ ろに人は集ま る し ， 集ま れ

ばま た何かが生ま れる 。 実に公民館は「 ハコ

モノ 」 以上の可能性を 秘めている のではない

でし ょ う か。 と かく 施設に集客する 利用者数

で評価さ れがちですが， Ｏ さ んのよ う に公民

館を飛び出し ， 学んだこ と を 地域と いう 表舞

台で披露する 人が増えれば， ま ちはおも し ろ

く なり ま す。 公民館はま ちに人を送り 込む控

室であり ， 何かが生ま れる 孵
ふ

化
か

器のよ う な場

所にも なり ま す。 たと えば， 自分自身がこ れ

ま で携わった公民館事業にも ， 神社や河川敷

など の公共空間でおも てなし のコ ーヒ ーを振

る 舞う 「 出前カフ ェ 」 や， 商店街の空き 店舗

を使っ たにぎわいづく り に公民館サーク ルを

送り 出す「 動く 公民館」 など があり ま す。「 ハ

ワン ダふる たパーク 名物の皿回し

ベレ ー帽がト レ ード マーク の皿回し

達人Ｏ さ んは子ども たちの人気者
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コ 」 を飛び出すこ と で， 未知数の出会い効果

が生ま れま す。 でも ， それこ そが地域づく り

の入り 口になったり も し ま す。

　 「 ワ ンダふる たパーク 」 の場合， 公園と い

う ど こ にでも ある 地域資源を舞台に見立てれ

ば， 普段と は違う 公園の様子が観客と なる 多

く の住民の目に触れ， さ ま ざま な声が掛かり

始めま す。 ただ最初のこ ろ は， 得体の知れな

い活動に「 だれがやっ ている の？」「 責任者

は？」「 お金はど う し ている の？」 など ， 心

配と も 苦情と も と れる 声が届き ま すが， その

う ち「 たく さ んの子ど も たちが集ま っている

ら し い」「 し かも その運営は中学生がやっ て

いる ら し い」 と わかる と ， 徐々に声援へと 変

わっていき ま し た。

　 そんなある 日， 地元子ど も 会から 会員減少

の影響で年末の餅つき 行事の担い手， つま り

餅をつく 力持ちのお父さ んが集ま ら ないと い

う 相談が公民館に寄せら れ，「 ワ ン ダふる た

パーク 」 と タ イ ア ッ プする こ と にな り ま し

た。 代役を担ったのは中学生。 数百人の子ど

も が集ま り ， 子ど も 会のPRにも つながっ て，

それ以降も 連携が続いていま す。 こ う し て地

域から の信頼も 醸成さ れる と ， そのう ち町内

会や地区社会福祉協議会， 女性会， 老人ク ラ

ブなど の既存の地域団体から 物心両面にわた

る 支援が寄せら れる よ う になり ま し た。 き っ

と ， そこ にはこ の地域の未来を担う 中学生が

中心にいたから なのかも し れま せん。

　 ま わり の応援団が増えていく こ と で，「 ワ

ンダふる たパーク 」 のおも し ろ き 場はなおお

も し ろ く なり ， ま ちの人たちの創造性に満ち

た空間へと 変わっていき ま し た。

4

いろいろな“ わずら わし い”が 

混ざり 合っている（ 多様性）

─いつのまにか，みんなの居場所に

　 深刻な人口減少と と も に， 都市部へ人口が

集中する なか， 広島に激震が走り ま す。 2024

年の人口移動報告で， 転出超過が４ 年連続全

国最多。 し かも ， その大半は20歳代の若者ら

し い。 そんなと き ， 思い浮かぶのは高齢化が

進み地域課題にあ え ぐ コ ミ ュ ニ テ ィ 。 し か

し ， そんなコ ミ ュ ニティ でよ く 耳にする のが

世代間のあつれき だっ たり し ま す。

　 「 ま ちプロ 」 は多世代の居場所づく り で世

代のギャ ッ プと いう わずら わし さ を 乗り 越え

ら れたのか。 プロ ジェ ク ト にかかわったメ ン

バーの声から ， こ の10年でど んな変容があっ

たのかを振り 返り ま す。

　 中学生を陰ながら 引っ張っ てき たＫ さ んは

「 予想以上に中学生は大人でし た。 自分で考

え， 議論し て， 行動も 起こ し ま す。 特に３ 年

間の成長度合いは， 見ていて頼も し い限り 。

僕たち大人は彼ら の声にも っ と 耳を 傾ける べ

き です。 こ のま ちは昔ながら の団体や行事が

根付いている 分， 新し い文化が生ま れにく い

と 感じ ま す。 こ の活動で若い世代の感性にも

あった居場所がつく れたかな。 次に彼ら が何

をする か楽し みです」 と その先を見据えま す。

　 実は， こ のＫ さ んや， 前述の皿回し 仕掛人

のＯ さ んも ， 子ど も のこ ろにこ のま ちの大人

たちから さ ま ざま な恩恵を受けて育ってき た

人たち。 現在， Ｋ さ んは少年時代から 参加し

ている 子ど も 神楽の後継者育成や青年団の世

話役， Ｏ さ んは民生委員や町内会の世話役な

ど ， こ のプロ ジェ ク ト と は別に地域の担い手

と し ても 活躍し ていま す。 ずっと こ のま ちに

育てら れてき たから こ そ， 今度は自分たちか
ワン ダふる たパーク と タ イ アッ プし た子ども 会

の餅つき 行事
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ら 次の世代へ恩送り をする と いう 素敵な循環

が生ま れている のです。

　 一方で，中学生や卒業し たOBにと っ て「 ま

ちプロ 」 は何だったのでし ょ う か。 冒頭で紹

介し た「 こ こ は家」 と 答えた現役中学生のＹ

さ んに公園へ訪れた人たちにど う 過ごし てほ

し いかを聞く と 「 こ こ では子ど も 同士はすぐ

仲良し になれま す。 でも ， 大人も 仲良く なっ

てほし い。 だって， 大人同士って普段あんま

り 話し て な いでし ょ ？」 子ど も だけ ではな

く ， 大人も 孤立し ないよ う 彼ら に見守ら れて

いる のかも し れま せん。 公園の騒音問題を 多

数決で解決し なかっ た生徒たちが見つめてい

る のは， だれ一人取り 残さ な い社会な ので

す。 そんな地域なら だれも が住んでみたく な

る のではないでし ょ う か。 Ｙ さ んは「 引き こ

も り がちだった自分が， こ こ でいろいろな世

代の人と 話すう ちにコ ミ ュ 力があがった」 と

言いま す。 大半は学校で同世代と 過ごす時期

に， 異年齢の人たちと 気を 遣わずに対話でき

る 居場所がある こ と は， 彼ら にと ってある 種

の息苦し さ から 逃れる ホッ ト ス ポッ ト なのか

も し れま せん。 そし て， それは超高齢社会で

「 孤の時代」 を 生き る 大人にと っ ても 。 き っ

と 世代のギャ ッ プは対話の積み重ねで乗り 越

えら れる ， 持続可能な地域づく り のヒ ント を

中学生たちは教えてく れま す。

　 も う 一人， 中学時代にプロ ジェ ク ト リ ーダ

ーを 務めたOBのＳ さ んは卒業後も ずっ と 後

輩たちを 応援し ながら ，「 あ のこ ろ ， 地域の

大人たちから すご く 大事にさ れていたんだな

と ， 卒業し てから 気づき ま し た。 おかげで今

は， こ のま ちで暮ら し たいと 思える し ， 離れ

ら れない場所になり ま し た。 今度は私たちが

恩返し をする 番かな」 と ， 地域のボラ ンティ

ア活動にも かかわり 始めていま す。 さ ら にＳ

さ んは当時を 振り 返っ て，「 親や先生から ダ

メ っ て言われる こ と も 多かったけど ， こ こ で

は否定さ れずにど んな意見も 聞いてく れる 家

族のよ う な大人や仲間がいま し た。 だから ，

多様性のある アイ デアが生ま れる し ， やり た

いこ と ができ る 居心地のいい場所。 中学時代

にこ のプロ ジェ ク ト を選んだ自分に今は感謝

し たい。 いろ いろな考えを持った人が集ま っ

ている けど ， 唯一の共通点があ る と すれば，

こ のま ちを思っている こ と かな」。

　 「 ワ ン ダふる たパーク 」 が生ま れて10年。

こ の間， さ ま ざま な外部評価（ ※２ ）も いただき

ま し たが，代表のＫ さ んは「 評価さ れる ほど ，

すご いこ と を し ている わけではあ り ま せん。

こ じ んま り と し ながら も 長く 場が受け継がれ

る よ う ， 気負わずに続けたい」 と 言いま す。

　 「 ま ちプロ 」 のゴールは， 公園再生を果た

すこ と ではあり ま せん。 住民の声から 多世代

が混ざり 合う 居場所を つく っ て， 30年後も そ

し てその先も “ こ のま ちでく ら し たい” と 願

う 人たちが世代のバト ンをつないでいく こ と

です。

　 こ こ はいつのま にか， みんなの“ 家” と 呼

べる サード プレ イ ス になっていま し た。

※１ 　 Education for Sustainable Developm ent＝

持続可能な開発のための教育

※２ 　 2018年 第71回優良公民館表彰 最優秀館

（ 文部科学大臣表彰）， 2020年 第22回広島ユ

ネスコ 活動奨励賞 社会部門， 2022年 第１ 回

ま ちづく り アワ ード  功労部門（ 国土交通大

臣表彰）   

こ の活動で地域への愛着を 深めたOBのＳ さ ん
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